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東病棟カンファレンス記録

平成20年　7月　21日（月）　　　　　　　司会　高橋　正臣　　記録　長濱　佳祐
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＜連絡事項＞

・マットレス干しですが、天候不順で日程が延びています。実施時は2部屋ずつ行なって下さい。

・病棟設備の修繕関係ですが、7月19日（土）に東Ｃユニットのトイレの詰まり、東Ａ12号室の窓枠の柱の破損は修理伝票提出済みです。また個室のエアコンフィルターの掃除はスタッフで出来なければ朱夏に依頼します。東Ａホールの室温計は修理済みです。

・ベットコントロールですが、7月19日（土）に1名入院で51名、本日入院1名で52名で経過しています。本日午後に内城　由蔵様が南Ｃユニットに転出予定です。明日以降の入院予定ですが、27～28歳の患者様で、東京の病院から転院予定です。また7月27日（日）に南Ａで1名退院予定です。その後横田　ケイ子様が転出する予定です。西Ｂユニットの男性1名の空床ですが、川端Ｄｒの患者様を対象に検討しています。

＜新入院患者様情報＞

・7月19日（土）入院の患者様の情報です。

　青木　君夫様（63）統合失調症疑い　措置入院　安ヶ平Ｄｒ　東Ａ8号室

　担当スタッフ　山田ＭＮs・出貝CW

入院歴：H14.12.22～H15.2.6（任意入院）八戸赤十字病院

H14年12月頃より「追われている」という被害妄想やゴミ捨て場からゴミを拾い「落し物です」と警察署に届ける行為が出現し、H14.12.22八戸赤十字病院精神科を受診し入院（～H15.2.6）。反応性うつ病との診断を受けていた。退院後は同院への通院を継続

していたが、H15年7月より通院中断。H20.7.19、4時18分頃、近隣宅の戸をスコップで破損する行為があり、警察官に保護される。「ヤクザに追われている、銃で足を撃たれた」

と訴え、おびえている状況であり、警察官通報により措置鑑定実施。措置鑑定の結果、要措置となり、H20.7.19、16時10分、警察官・保健所職員付き添いにて当院受診し措置入院となる。

＜生活状況＞

身寄りがなく、単身・無職にて八戸市内のアパートで生活していた。

厚生年金受給中（詳細不明）

※遡及請求にて収入が得られ、H20.4.1より生活保護打ち切り。

＜身体治療＞

H8年頃、岩手医科大学にて腹部大動脈瘤手術を施行。以後、八戸赤十字病院循環器科へ通院。その他、消化器科（慢性胃炎）・脳外科（左動脈閉塞）・泌尿器科（右精巣上体炎）など、同院にて様々な診療を受けていた。H20年5月、泌尿器科の受診を最後に、同院への通院を中断。通院中は身なりも整っており、外来看護師とも穏やかに接していたという。

　　　　　　　　　　
入院時、不穏・興奮状態著明にあり主治医指示にて終日隔離・リントン（精神神経用剤）筋注施行。精神症状沈静化したところで、ジプレキサ・ザイディス（精神神経用剤）内服している。その後マットレスを盾にして、何かに怯えている仕草も見られる。翌日は服薬拒否（薬に毒が入っているなどの発言あり）、食事摂取にムラが見られている。夜間の睡眠は確保出来ている。本日は内服の拒否もなく食事摂取もほぼ全量。入院時に警察官・病棟スタッフが、興奮を抑制する為に押さえた身体の部位（右手背・右肘・右下腿部）の疼痛を訴えており、右臀部の筋注の跡も疼痛を訴えている。熱感・腫脹はない。本日は不安・恐怖感を訴える様子は見られない。身体的な様々な既往歴がある為、精神症状と並行して身体面の観察も密に行いましょう。本日午後より末政・竹内ＳＷが自宅訪問し生活状況の確認を行なう予定です。

・本日入院の患者様情報です。

　
　松尾　陸奥彦様（47）　アルコール依存症　任意入院　田名部Ｄｒ　東Ｄ19号室

初飲は23歳頃で、仕事場での付き合いでの飲酒であった。以後、飲酒が習慣化し、休日は昼夜問わず飲酒していた。30歳頃には健康診断で肝機能障害を指摘されるようになったが、

毎日飲酒していた。平成20年5月より出稼ぎから実家へ帰郷し、両親と3人で生活していた。仕事には行かず、徐々に連続飲酒状態となる(焼酎25°2Ｌ/日)。酩酊状態で買い物に出掛けて会計ができないことがあった。また、脱力感も強く本人が上十三保健所に相談したところ、当院を紹介され、平成20年7月16日当院受診。本人より入院希望があり、アルコール依存症治療目的にて平成20年7月21日当院へ入院となる。

主治医より3ヶ月間のアルコール依存症治療プログラムを導入していくとの説明を受け、本人・家族ともに了承している。家族ミーティングや外出泊訓練への協力を家族へ依頼している。退院後は六ヶ所村保健師の自宅訪問などを導入していく予定。

業者洗濯　買い物カード作成中　　担当　小泉Ｎｓ・荒木田ＣＷ・竹内ＰＳＷ

＜週間連絡＞

　7月22日（火）　皮膚科診察（西病棟終了後）

　　　22日・23日　グループ内研修「プロセス・レコードについて」講師：佐藤ＡＯＭ

　　　22日・23日・30日　4月入職スタッフ業務振り返り（滝田・小泉・久保Ｎｓ＋小笠原Ｎｓ）

　　　24日・25日　職員旅行3班

＜患者様連絡事項＞

・畑山　広志様～　臀部（肛門部）の処置ですが、本日祝日の為小坂Ｄｒはお休みの為、

　　　　　　　　　明日診察予定です。また本日の診察時に、西Ｂへの移動候補である事説明していますが「西病棟に生理的に合わない患者がいる」と訴えた為、移動は保留との事です。

・大沢　とくゑ様～　左胸部痛の訴えあり。主治医指示にて胸部レントゲン・心電図施行しています。異常所見はありません。

・宮本　建蔵様～　「何か栄養がある物が欲しい」と訴えあり。エンシュア・リキッドが7日分処方となっています。（1本／日）

・坪　邦俊様～　本日14時から心理検査実施予定です。（本人様の保険会社からの依頼）

・小豆畑　祐介様～　本日母様より面談希望あり。早いうちに行ないたいとの事で7月22日（火）の午後であればいつでも良いとの事で午前中に電話連絡が欲しいとの事。当日のリーダーは午前中に主治医へ報告し日程を調整して下さい。

＜隔離室入室患者様ケース検討＞

・青木　君夫様～　入院当初は不安感・恐怖感を訴える仕草などが見られたが、本日は幻聴・厳格などの訴えはないです。継続して本人様の言動を観察していきましょう。また身体面での既往がある為、7月22日（火）尿検の指示あります。（薬物依存などの可能性もある為）

・畑中　成夫様～　7月19日（土）退室し入浴行っています。入浴時は問題行動ないが食事の際、食器を破損させる事ありまた、スタッフに水をかける行為は

　　　　　　　　　消失していません。本人へは迷惑行為についての振り返りを促し、それらを抑制する事が出来なければ、退室は難しい事説明しています。また隔離室入室患者様への対応はスタッフ間で統一していきましょう。

・坪　邦俊様～　　7月19日（土）の深夜帯で、粗暴・興奮見られた為主治医指示にて時間隔離（21時～6時）となっています。入室後は粗暴的となる事はなく日課も拒否なく行えています。精神症状は落ち着いています。内服薬増薬によるレベル低下もありません。継続して経過を観察していきましょう。

　

＜川端Ｄｒケースカンファ＞

· 杉澤　恵子様～　大沢様への粗暴行為にて大沢様が転倒する事故がありました。本人　　　　


の言動を観察すると、自分の感情を抑制できない傾向があり、また自

分より体力・年齢的に劣る患者様をターゲットにする傾向も重なり今回のケースに至ったと考えられます。今後も同行為を繰り返す可能性がある為環境調整を検討する必要があります。東Ａ個室への移動を検討していきます。（空床が出来次第）

・糸山　タケ様～　内服薬増薬後も時折「マインドコントロール」などの発言はあります。

　　　　　　　　　また作業療法は自室にてＯＴスタッフと折り紙をされています。現在

　　　　　　　　　の本人の精神面・身体面を考慮すると西病棟対象（慢性期）ではない

　　　　　　　　　かとの事で、西Ｂユニットに女性の空床が出次第、移動との事です。

・秋山　和子様～　精神神経用剤減薬後も、日課の取り組みはスムーズで表情も穏やかさ

　　　　　　　　　あります。薬剤の内容ほこのままで1週間様子を見て、問題がなけれ

　　　　　　　　　ば退院の方向でとの事です。

・横田　ケイ子様～　南Ａユニットが空き次第、移動予定です。病棟日課では入浴の拒否はなくなるも、本人に声掛けし誘導してからの入浴時間がかかる傾向があります。南Ａ移動後は生活状況をみて施設入所も視野に入れていくとの事です。
・七戸　キミ様～　本日の食事は朝・昼とも全体の1／2以上は摂取出来ています。御家族様から依頼があった「眼鏡と義歯」ですが義歯は、当院の歯科で作成する事となりましたが先週は本人が受診拒否した為今週受診予定です。


また眼鏡ですが、本人が精神状態が悪い時に自己管理していた為、ゴミなどで廃棄した可能性について御家族様ともお話をし、また自己管理の必要性も本人の精神状態を考慮して臨機応変に対応するようにとの事です。またここ数日食事も摂れていることから、毎食のアイソジェン2Ｐを本日の夕で止めとし、1缶／日でエンシュア・リキッドが7日分処方となっています。また食事の不食がある場合を考慮し、予測指示でエンシュアリキッド2缶が出ています。













